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報道関係各位   2023年 3月 7日 
 

 

3月 8日は「国際女性デー」 ～ 「女性の仕事におけるキャリアアップや働き方」について考えよう。 
 

2023 年度  女性と仕事に関する実態調査  
 

働く女性がロールモデルにしたい憧れの女性芸能人 
ランキング第 1位は「天海祐希」さん！第 2位は「北川景子」さん、第 3位は「ローラ」さん。 

「自分らしさ」「仕事と家庭の両立」に憧れがあるが、キャリアアップにおいては「給料」が重視される結果に。 

 

 

派遣事業を手掛ける株式会社オープンアップグループが運営する「幸せな仕事総合研究所」では、「国際女性デ

ー」にあわせて、働く 10～60代の女性・合計 1,509名を対象に＜女性と仕事に関する実態調査＞を実施しま

した。また、調査結果を元に、株式会社ワーク・ライフバランス 代表取締役社長の小室淑恵氏にコメントを寄稿

いただきました。 

 

＜  調 査 結 果 サマリー  ＞  

①   働く女性がロールモデルにしたい憧れの女性芸能人ランキング  

☑ ランキング 1位は「天海祐希」さん。理由には、「自立したカッコいい女性」という声が多かった 

☑ 2位は「北川景子」さん、3位は「ローラ」さん。「仕事とプライベートの両立」への言及が多い傾向に 

今回の調査では、自分らしく仕事とプライベートで両立できている芸能人がランクインした結果となった。その中には、女性とし

ての「美しさ」「綺麗さ」という点も言及されており、6位には今年で 90歳となる「草笛光子」さんもランクインしている。女性に

とって、美しさを保ちつつ、プライベートと仕事の両立を図ることは重要なポイントなのかもしれない。 

② 女性の仕事におけるキャリアアップについて 

☑ 全体の 52.6%がキャリアップを考えているが、その際に「収入増加」を重要視する方が最も多かった 

☑ 仕事上で男女不平等を感じるのは「給料」と答えた方が 47.1%と最も多かった 

回答者の女性は、52.6%の方がキャリアップを図っていきたいと答え、その際に重視するポイントとして「収入増加」が

25.5%と最も高かった。ロールモデルへの憧れには、「仕事とプライベートの両立」という理由もあったが、実際は収入を安定

させたい気持ちが内在すると推測できる。また、仕事上で男女不平等を感じるのが「給料」と答えた方が 47.1%も存在した。 

③  女性に対する会社のサポートについて 

☑ 全体の 53.5％が自社の女性に対するサポートが「充実していない」と回答 

☑ その理由として、「女性特有の健康サポートが充実していない」が 37.8%と最も多かった 

自社の女性に対するサポートが「充実していない」と回答した理由として、「女性特有の健康サポート」の不足を感じている方が

37.8%と最も多く占めた。また、「充実している」と回答した方の理由としては、本項目が 19.1%と最も低い結果に。女性社員

の満足度向上に繋がる可能性があるため、「女性特有の健康サポート」の整備が求められる。 

 

 

調 

査 

概 

要 

［調査方法］インターネット調査  ［調査時期］2023年 2月 24日～2月 27日 ［調査機関］Grillリサーチ 

［調査対象］働く 10代から 60代の女性 計 1,509名 

 

https://www.openupgroup.co.jp/
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①   働く女性がロールモデルにしたい憧れの女性芸能人ランキング  

☑ ランキング 1位は「天海祐希」さん。理由には、「自立したカッコいい女性」という声が多かった 

☑ 2位は「北川景子」さん、3位は「ローラ」さん。「仕事とプライベートの両立」への言及が多い傾向に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

働く女性がロールモデルにしたい憧れの女性芸能人を調査したところ、女優やモデルを中心に幅広い年齢層の女性

芸能人が回答された結果となった。 

1位には現在もドラマ出演や映画等で活躍している「天海祐希」さん、2位には女優で 1児のママでもある「北川景

子」さん、3位には現在ロサンゼルスを拠点に活動しているモデルの「ローラ」さんがランクイン。 

 

さらに、「働く女性がロールモデルにしたい憧れの女性芸能人」を選んだ理由を確認したところ、1位の「天海祐希」さ

んには＜自立したカッコよさ＞の回答が圧倒的に多く、2位の「北川景子」さんには＜夫婦円満＞＜女性としての美し

さ＞＜仕事と家庭の両立＞、3位の「ローラ」さんには＜自分のスタイルを貫いている＞を挙げる声が多かった。女性

にとって、自分の芯・スタイルを持って仕事とプライベート(家庭)の両立を図ることは、憧れと掲げられているポイント

なのかもしれない。 

 

1位 天海祐希さん  

・かっこいい。人を引っ張って行く力があると思う。（48歳/女性） 

・自立したかっこいい女性だと思うから。（４１歳/女性） 

・かっこいいところ、仕事内容に妥協が見えないところ。（34歳/女性） 

2位 北川景子さん 
・円満夫婦でありながら、キャリアと年齢を美しく重ねている。（48歳/女性） 

・美人 仕事と家庭の両立 理解のある夫。（48歳/女性） 

3位 ローラさん 
・自分のスタイルを貫いているところ。（33歳/女性） 

・自分のやりたいことに挑戦している。（39歳/女性） 

 

また、4位には女優の「米倉涼子」さん、5位にはバラエティで大活躍中の「アンミカ」さん、6位には今年で 90歳と

なる「草笛光子」さんもランクインしている。特に、「アンミカ」さん、「草笛光子」さんのお二方は、美しさを保ち続けて

いるだけでなく、イキイキとした「生き方」に憧れを持たれているということが回答者の選んだ理由から分かる。 

 

5位 アンミカさん 
・自分をしっかり持っていてイキイキしている。（47歳/女性） 

・公私にわたって充実していそうだから。（65歳/女性） 

6位 草笛光子さん 
・いつまでも若々しく健康で現役。（56歳/女性） 

・年齢関係なく生き方が素敵。（38歳/女性） 
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② 女性の仕事におけるキャリアアップについて 

☑ 全体の 52.6%がキャリアップを考えているが、その際に「収入増加」を重要視する方が最も多かった 

☑ 仕事上で男女不平等を感じるのは「給料」と答えた方が 47.1%と最も多かった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代の働く女性は、調査対象全体の 52.6%の方がキャリアップを図っていきたいと答え、その際に重要視する

ポイントとして「収入増加」が 25.5%と回答項目の中で最も高かった。また、仕事上で男女不平等を感じる点を

尋ねたところ、「給料」と答えた方が 47.1%と最も多かった結果となった。 

 

さらに、社会で今後女性が活躍していくにあたっては、「充実した給料の改善が必要」と 49.5%の方が回答して

おり、働く女性は「キャリアアップ」にあたって、「収入・給料」が非常に重要な項目であることが判明した。女性に

とって、自分の芯・スタイルを持って仕事とプライベート(家庭)の両立を図ることは「憧れ」と掲げられているが、実際

は「収入・給料」を安定させたいという気持ちが大きく内在すると推測できる。 

 

尚、仕事において男女の不平等を感じる理由には、「給料」の次に「昇進・昇格」が 43.3%、「評価」が 35.7%、

「仕事の内容・機会」が 33.9%と続いた。「その他」の回答には、「取りづらい産休・育休」「不十分な休暇制度」と

回答があり、「女性特有の理由で休暇を取得する場合があることを理解してほしい」という声もあった。 

 

 仕事で「男女不平等」を感じる項目（複数回答可） 
社会で今後女性が活躍していくにあたって 

改善してほしい項目（複数回答可） 

１位 給料 (47.1%) 充実した給料 （49.5%） 

２位 昇進・昇格 （43.3%） 出産・育児のサポート環境 （47.5%） 

３位 評価 (35.7%) 長期にわたり働きやすい労働環境 （46.9%） 

4位 仕事の内容・機会 (33.9%) 労働時間時間の短縮化 （44.7%） 

 

調査結果から、全体の70.0%が「女性の活躍の場が広がっている」と感じていることから、今後より社会や会社

での待遇や対応が改善され、男女不平等の格差がさらに減っていくことを期待したい。 
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③ 女性に対する会社のサポートについて 

☑ 全体の 53.5％が自社の女性に対するサポートが「充実していない」と回答 

☑ その理由として、「女性特有の健康サポートが充実していない」が 37.8%と最も多かった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後より女性がキャリアアップを図りやすく、活躍できる社会を目指していくために、自身が就業する会社の「女

性に対するサポート」に関して尋ねてみた。全体の 46.5%が自社の「女性に対するサポート」が「充実している」

と回答、「充実していない」と回答したのは残りの 53.5%と、およそ半々に分かれた結果となった。 

 

自社の「女性に対するサポート」が「充実している」と回答した方の理由は、子育てと仕事が両立できる職場環境

である（時短勤務・半休制度、子供の突然の怪我病気に対してもサポートしてもらえる、託児所がある、出産や子

育てに対する会社からの支援金制度がある、など）が 42%と最も高く、女性特有の健康サポートが充実してい

る（生理休暇が取りやすい、化粧室などにセルフアイテムが充実している、福利厚生など）が 19.1%と項目内で

は最も低かった。 

 

また、「充実していない」と回答した残りの 53.5%の回答理由としては、「女性特有の健康サポートが充実して

いないから」が 37.8%と最も高く、続いて「子育てと仕事が両立できる職場環境でないから」が 31.7%という

結果に。 

 

特に「女性特有の健康サポート」の充実が低いと考えられる結果になったが、生理休暇・化粧室のセルフアイテム

の充実等、企業でも取り組める且つ女性社員の満足度向上に繋がる取組(課題)は多くあるため、「女性特有の

健康サポート」の改善を企業で推進・実施していけると好ましい。 

 

 
自身が就業する会社のサポートが 

「充実している」理由（複数回答可） 

自身が就業する会社のサポートが 

「充実していない」理由（複数回答可） 

１位 子育てと仕事が両立できる職場環境 (42.0%) 女性特有の健康サポートが充実していない （37.8%） 

２位 妊活休暇・育児休暇がとりやすい （38.9%） 子育てと仕事が両立できる職場環境 （31.7%） 

３位 メンタルヘルスのサポート (21.1%) メンタルヘルスのサポート （24.5%） 

4位 女性特有の健康サポートが充実 (19.1%) 妊活休暇・育児休暇がとりやすい （22.3%） 
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― 調査結果に対する有識者コメント ― (株式会社ワーク・ライフバランス 小室淑恵氏より) 

 

今回の調査で、全体の 70.0%が「女性の活躍の場が広がっている」と感じており、全体の 52.6%が「キャリアアッ

プを図っていきたい」と思っているという結果に注目している。 

企業も新しい価値創造を狙って、これまでにはない視点を提供する女性を筆頭とした多様性に期待している。 

そのあらわれとして、近年、女性の就業率は78.6％（総務省「労働力調査（基本集計）」/令和3（2021）年調査/25

～44歳の女性）と 8割に近づいている。また、厚生労働省の 2021年度雇用均等基本調査結果によると、課長相

当職以上の女性管理職がいる企業の割合は 53.2％で、前回調査（2020 年度）から 0.4 ポイント上昇した。それ

でも他の先進諸国と比べると活躍度は 167位（ILO・2019年推定値）と“伸びしろ”が大きい状態だといえよう。 

しかし、女性が働き続けるには、①ライフイベントに対応できる働き方、②自分らしく挑戦できる環境、③自身の健

康の変化に対応できる柔軟な働き方の３つがポイントになる。特に重要なのは、長時間労働に頼らずに十分に休息

が取れる働き方を組織として取り組むことだ。今後注目される仕組みとして、11 時間の勤務間インターバル制度な

どがあげられる。これらを意識して取り組むと、女性だけでなく男性も、働き続けやすい環境が整うことになるだろ

う。 

今回の調査結果を受け、働く意欲の高い女性たちの活躍の場が広がり、社会全体が活性化していくことを期待して

いる。 

 

■小室淑恵氏 （株式会社ワーク・ライフバランス 代表取締役社長）  

(株)ワーク・ライフバランス代表取締役社長 

2000 社以上の企業へのコンサルティング実績を持ち、残業を減らして業績を上げる「働き方改革コンサルティング」の手法に定

評がある。安倍内閣 産業競争力会議民間議員、経済産業省産業構造審議会、文部科学省 中央教育審議会などの委員を歴任。著

書に『プレイングマネージャー「残業ゼロ」の仕事術』（ダイヤモンド社）『働き方改革 生産性とモチベーションが上がる事例 20 社』

（毎日新聞出版）『6 時に帰るチーム術』（日本能率協会マネジメントセンター）『男性の育休 家族・企業・経済はこう変わる』(共著、

PHP 新書)等多数。「WLB コンサルタント養成講座」を主宰し、1600 名の卒業生が全国で活躍中。 私生活では二児の母。 

 

※本調査関連で小室淑恵氏へご取材されたい方は末尾お問合せ先までご連絡ください。 

 

 

★  ★  ★  ★  ★  ★  ★  ★  ★  ★  ★  ★ 

 

この＜女性と仕事に関する実態調査＞から、「働く女性がロールモデルにしたい憧れの女性芸能人」に加え、調

査対象全体の 52.6%がキャリアアップを図りたいと考えていることが分かった。仕事で「男女不平等」を感じる

項目に関しては「給料」と 47.1%の方が回答しており、女性の社会進出に「給料」面の改善は不可欠だと考えら

れる。また、自身が就業する会社のサポートが充実していないと感じた女性の中でも、女性特有の健康サポート

が充実していないと感じている方が 37.8%と多いことが判明。ワーク・ライフバランスの専門家の小室氏から

は、長時間労働に頼らずに十分に休息が取れる働き方を組織として取り組むことで皆が働きやすい環境が整うだろ

うという意見もあった。企業や団体等では、課題改善に向けた策の推進が求められる。 

 

幸せな仕事総合研究所では、より多くの方が「幸せな仕事」に従事できるように、今後とも様々な調査や社会啓

発活動を進めていく。 

 

 



株式会社オープンアップグループ／幸せな仕事総合研究所 

<東証プライム:2154> 

本調査結果や分析をご掲載の際は 『株式会社オープンアップグループ調べ』 と明記ください。 
 6 / 6 

株式会社オープンアップグループ＜会社概要＞ 

事業内容 人材サービス事業（派遣事業）を軸とした純粋持株会社 

設立と資本金 1997年 8月設立 ／ 45億 61百万円 ※１ 

本社所在地 東京都港区東新橋 2-14-1 NBFコモディオ汐留 

代表者 代表取締役会長 兼 CEO 西田穣  (ニシダ・ユタカ) 

代表取締役社長 兼 COO 佐藤大央 (サトウ・ダイオ) 

上場市場 東京証券取引所 プライム市場 (証券コード：2154)  

グループ企業数 国内 17社 ＋ 海外 26社 ／ 計 43社 ※2 

備考 2023年 1月 1日に社名変更 ／ [旧社名] 株式会社夢真ビーネックスグループ 

※１：２０２2年 6月３0日現在  ※２：202２年４月１日現在 

 

オープンアップグループの特徴とは 

1. 「パーパスの実現」=「幸せな仕事を創る」が最重要項目のエンジニア派遣グループ 

当社グループでは、エンジニアらの人材派遣を手掛けており、「幸せな仕事を通じて ひとりひとりの可能性をひら

く社会に」というパーパスを掲げています。グループ全社で、そのパーパス実現を最重要項目として掲げて、事業を

推進しています。 

 

2.今後のキャリアアップとして「研修投資、転職奨励」 

当社グループでは、就業するエンジニアらが最も重要なお客様であると捉え、就業機会の拡大やスキルアップの機

会を創り続けています。 

具体的には、エンジニアらに対する教育研修への積極的投資が挙げられ、昨年度は営業利益の約１4％を投じてい

ます。さらに、在籍エンジニアらのキャリアアップの選択肢として、業界でも稀な「顧客企業への転職」を奨励してい

ます。 

 

当社グループでは、これら取り組みにより、今後も人材ひとりひとりの可能性をひらくことを目指してまいります。 

 

幸せな仕事総合研究所について 

株式会社オープンアップグループは、パーパスに「幸せな仕事を通じて ひとりひとりの可能性をひらく社会に」を

掲げ、働く人の「幸せな仕事」について日々考えています。  

グループ内に設立した「幸せな仕事総合研究所」では、独自調査などからひとりひとりが考える「幸せな仕事」の指

標を紐解き、社会啓発活動などを通じて多くの人が「幸せな仕事」へ向かえる環境創りを進めています。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

幸せな仕事総合研究所 PR事務局（サニーサイドアップ.内） 

担当：吉田（080-7687-8670）、綱川(070-1554-4971)、中根 

TEL：03-6894-3251  MAIL：shiawasenashigoto_pr@ssu.co.jp 

 


